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ユ
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今月の納税

固定資産稔
　3　期

常

任

委

員
会

総
務
、
建
設
、

九
月

二
十
八
日
、
本
年
度
第
四
回
定
例

町
繊
会
が
招
集
さ
れ
、
任
命
制
に
よ
る

初
の
敦
育
委
員
の
任
命
同
意
、
町
議
会

委
貝
会
条
例
の
改
正
そ
の
他
筈
護
隅
し

た
e
当
日
上
程
の
議
案
と
審
議
結
果
は

次
の
と
お
り

願
案
三
三
号
町
鰻
会
委
員
会
条
例
の

　
　
　
　
　
改
正

全
面
改
正
で
、
地
方
目
治
法
の
改
正
に

と
も
な
い
、
従
来
の
五
常
任
委
員
会
を

三
つ
に
N
ら
し
・
　
1
人
一
委
員
と
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
新
し
い
委
員
会
の
構

成
は
別
項
の
と
お
り

箇
員
提
出
で
原
案
ど
お
り
可
決

■
翼
三
四
号
町
議
会
会
騒
規
則
の
改

　
　
　
　
　
正

箇
巴
促
出
の
全
面
改
正
案
で
原
案
可
決

臓
案
三
五
号
町
鰻
会
の
定
例
会
の
回

　
　
　
　
　
数
を
定
め
る
条
例
制
定

定
例
会
を
年
四
回
と
す
る
案

　
　
　
　
　
　
・
　
原
案
可
決

議
案
三
杏
刃
報
酬
費
用
弁
償
条
例
の

経
済
の

三

つ

＝
第
四
回
定
例
町

　
　
　
　
　
制
竃

自
治
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、
年
報
酬

を
受
け
る
の
は
識
員
だ
け
と
な
っ
た
の

で
、
他
の
委
員
は
日
e
e
i
l
l
o
o
円
の
日

額
報
酬
と
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
譲
員

の
年
報
酬
は
従
来
ど
お
り
据
置
き

　
　
　
　
　
原
案
ど
お
砂
可
決

議
案
三
七
号
　
醗
会
等
に
出
頭
し
た
関

　
　

係
人
に
対
す
る
費
用
藁
例

法
令
に
よ
つ
て
町
鰻
会
な
ど
に
出
頭
し

か選
挙
入
、
証
人
な
ど
に
対
す
る
費
用

弁
償
を
規
定
し
た
も
の
、
日
当
二
〇
〇

円
の
外
宿
泊
を
要
し
た
場
合
は
宿
泊
料

を
支
給
す
る
。
原
案
可
決

議
案
三
八
号
教
育
委
員
会
の
組
繊
に

　
　
　
　
　
関
す
る
条
例

三
人
の
委
員
で
教
育
委
員
会
を
組
織
し

よ
う
と
す
る
案
原
案
可
決

議
案
三
九
号
　
特
別
職
の
給
与
に
関
ず

　
　
　
　
　
る
条
例
の
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

議
案
四
〇
号

教
育
委
員
の
任
命
に
O

議 に
会

n

蓋
長
新
原
警
長
前
田
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新

教

育

委

員

決

る

　
　
　
　
　
い
一
白
量
を
泉
め
る

別
項
の
と
お
り
S
”
案
U
間
章

議
案
四
一
号
教
育
長
の
蛤
写
に
関
す

　
　
　
　
　
る
条
例
の
飼
定

給
料
一
五
’
　
o
o
o
円
の
ほ
か
、
1
般

験
員
な
み
の
各
種
手
当
を
交
給
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

■
秦
四
二
号
　
町
有
立
木
の
処
分
に
つ

　
　
　
　
　
い
て

主
に
枯
松
、
風
倒
木
、
風
折
木
な
ど
を

処
分
し
よ
う
と
す
る
も
の
　
原
案
可
決

議
案
四
三
号
災
官
仮
殴
住
宅
の
処
分

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　
任
命
制
に
よ
る
初
の
教
育
委
員
に
は

　
新
原
兵
助
、
前
田
友
二
、
節
原
輝
夫
の

　
各
氏
が
任
命
さ
れ
、
十
月
一
日
r
第
一

7　
回
教
育
委
員
会
を
開
き
、
任
期
、
委
員

　
長
等
を
次
の
と
お
り
決
め
た
。

　
（
）
数
字
は
任
期

　
　
新
原
兵
助
（
四
）
委
員
長

　
　
前
田
友
二
・
（
1
1
）
教
育
長

　
　
茄
原
輝
夫
（
二
）
委
員
長
代
理

　
な
お
、
教
膏
長
の
職
務
代
行
者
に
久
保

　
吉
彦
氏
を
定
め
、
会
議
規
則
等
を
定
め

て
散
会
し
た
。

　
　

新
原
兵
助
氏

前
田
友
二
氏

　

三
氏
の
賂
歴

新
原
兵
助
氏
（
U
l
四
オ
）
廟
師
教
員
養

成
所
卒
、
神
川
小
教
頭
、
下
名
小
教

　
u
a
、
　
1
1
九
年
三
月
退
職
、
神
川
小
P

T
A
会
長

前
田
友
二
氏
（
六
四
オ
）
鹿
師
卒
、
神

　
川
中
学
校
長
、
大
申
数
諭
、
二
五
年

　
I
　
o
a
n
退
職
、
I
I
七
年
公
選
に
よ
る

敦
育
委
員
に
当
選

茄
原
輝
夫
氏
ハ
四
五
オ
）
大
阪
帝
大
医

　
学
部
卒
、
医
院
開
業
、
大
小
p
T
A

会
長
等

　
　
　
　
　
　
　
茄
原
輝
夫
氏

新
常
任
委
の
構
成
決
る

虹
匿
会
で
は
、
委
員
会
条
例
の
改
正
に

と
も
な
つ
て
’
新
し
い
委
員
会
の
構
成

を
次
の
と
お
り
決
め
た
。

〔矧
脚
劇
國
圓
園
q
g
e
員
長
桑
原
盛
次
郎

川
辺
盛
康
、
瀬
戸
藤
吉
、
平
原
喜
太
郎

大
山
治
吉
、
壱
崎
実
志
、
本
釜
清

［劇
閾
劇
圓
劇
〕
　
委
員
長
落
司
吉
彦

前
園
栄
、
遊
喜
資
能
、
半
ケ
石
三
夫
、

畏
岡
正
一
、
黒
瀬
健
郎

園
圏
圓
日
奮
長
摺
速
雄

押
領
司
国
雄
、
宮
踊
直
矢
、
毛
下
清
樋

祢
占
十
熊
、
諏
肪
原
森
助

「町民の声」
　　をつのる

町政への批判、意見、

希望など・卒直な町民

の声をお寄せ下さい。

住所氏名を明記し・毎

月25日まで「広報係」

へ送つて下さい。

　．10月の行事

7日　南大隅高・神川小申

　　　運動会
9日　町綜合畜産品評会

14日　大根占小運動会

申旬　町頗会
28日　池田小中運鋤会

24日　国際連合デー

11月3日　叉化の日

　　　宿利原小中週励会

災
宙
枝
般
庄
宅
l
九
戸
一
〇
棟
を
、
ル

ー
ス
台
風
の
■
災
者
、
被
保
護
者
で
窺

呑
入
居
し
て
い
る
看
に
は
無
償
で
’
一

般
の
入
居
者
に
は
時
価
で
払
下
げ
よ
う

と

す
る
も
の
　
葭
案
ど
お
り
可
決

臓
案
四
四
号
　
高
校
県
立
移
管
に
伴
う

　
　
　

県
教
委
と
の
交
換
覚
■
の
内

　
　
　

W
W
1
r
a
変
更
す
る
案

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

選學人名簿をつくります
、lllfl川■eξ川川f■■川川ll漕■｛UUIIIS■tlllUlt酒翻m損P●．

肺在
㎜
9
湯

北

米

移

民
の

紳
田
さ
ん
か
ら
初
の
便
可

　
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
北
米
移
民
の

神
田
重
晴
さ
ん
か
ら
次
の
よ
う
な
便
り

が
あ
り
ま
し
た
・

　
「
”
’
…
蘭
略

私
出
発
の
際
は
伺
か
と
一
方
な
ら
ぬ

お
世
話
様
に
相
成
り
伺
と
お
礼
の
申
上

つ
て

い

ま
す
。
こ
の
名
簿
に
登
録

さ
れ
な
い
と
国
民
の
選
挙
す
る
権

利
を
行
使
で
き
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
　
　
ン

選

挙
管
理
委
員
会
で
は
「
基
本
選

挙
人
名
簿
に
登
録
す
べ
き
人
の
名

簿
」
を
作
り
十
日
か
ら
二
十
日
ご

ろ
ま
で
部
落
長
に
送
鉦
調
査
確
認

す
る
こ
ン
に
な
つ
て
い
ま
す
か
ら

と
く
に
こ
の
一
年
間
住
所
を
移
し

た

人
、
新
し
く
選
挙
権
が
あ
る
こ

と
に
な
る
人
な
ど
は
部
落
長
に
申

出
て
た
し
か
め
て
下
さ
い
。

こ
の
基
本
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ

る
人
は

ー
、
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

2
、
昭
和
十
一
年
十
二
月
l
l
十
日
ま
で
に
生
れ

　

た
人

3
、
昭
和
三
十
一
年
六
月
十
六
日
以
前
か
ら
8
1

　
　
つ
づ
き
天
根
占
町
に
住
ん
で
い
る
人

げ
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
故
郷
出

発
以
来
横
浜
に
て
な
が
い
移
任
訓
練
を

行
い
去
る
九
月
二
十
日
羽
田
発
の
パ
ン

ア
メ
リ
カ
ン
機
に
て
ア
メ
リ
カ
に
向
い

ま
し
た
。
い
よ
く
私
も
ア
メ
リ
ヵ
の

地
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ヤ
に
去
る
二
二
日
（

毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で
『
基
本
　
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

薯
人
名
遭
を
作
る
．
　
j
と
に
な
◎
議
鍾
露
離
竃
騨

　
　
供
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
　
　
◎
　
　
　
◎

　
　
　
注
　
　
意

今
度
作
る
「
基
本
選
挙
人
名
簿
」

は
、
十
二
月
二
十
日
以
後
に
行
わ

れ

る
選
挙
に
使
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
以
前
に
選
挙
が
あ
る
と

き
は
七
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
に

使
つ
た
名
簿
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
七
月
の
名
簿
で
洩
れ
た
人

新
に
選
挙
権
を
取
得
し
た
人
は
・

申
請
に
よ

っ
て

補
充
選

挙
人
名

簿

に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
も
し
も
十
二
月
二
十
日
以

前
に

選
挙
が
行
わ
れ
る
と
き
は

こ
の
よ
う
な
人
は
気
を
つ
け
て
必

ず
登
録
申
請
な
す
る
こ
と
に
し
ま

　
し
よ
う
o

　
　
大
根
占
町
選
挙
管
理
委
員
会
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ま
ふ
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町
政
の

現
況

　
　
　
　
　
中

我
が
町
政
の
現
況
は
常
な
ら
ざ
る
に
動

き
も
取
れ
ず
の
感
あ
り
。
町
政
紛
争
が

去
る
日
の
柴
立
、
右
田
両
氏
の
声
明
書

発
表
以
来
嵐
の
後
の
静
け
さ
の
様
に
な

つ
た
事
は
よ
ろ
こ
ぱ
し
い
。
関
連
し
た

一問
題
の
残
り
も
考
え
ら
れ
ぬ
で
は
な
い

竃
離
難
騒
語
霧

　　

に

思
う

西

　
大
西
．
精
市

　
　
　
　
　
　
　
z
a

溌
な
力
強
き
善
政
の
布
か
る
A
よ
う
に

町
民
の
一
致
協
力
こ
そ
急
務
と
考
え
る

町
政
の
朋
朗
な
姿
は
徹
底
せ
る
民
主
々

薗
の
公
正
政
治
即
ち
町
民
の
厳
粛
な
る

伺
託
に
由
り
行
わ
れ
た
行
政
の
成
果
た

る
福
祉
が
公
正
に
機
会
は
均
等
に
平
和

裡
に
大
き
く
享
受
さ
れ
る
政
治
が
、
開

け
放
し
的
に
行
わ
れ
る
時
に
見
ら
れ
る

現
今
特
に
町
民
の
経
済
力
高
速
向
上
施

ら
ざ
る
秋
と
考
え
る
所
以
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
処
す
る
為
め
に
は
其
の
人
を
得

る
に
あ
る
。
今
や
町
民
は
他
人
事
に
せ

ず
難
事
で
も
ヂ
レ
ン
マ
に
陥
る
で
な
く

　
　
　
　
　
　
　

戦
時
中
は
”

一

　
　
　
　
　
　
　
埋
番
口
”
が
大
も

て
、
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
要
求
か
ら
、
ど

こ
の
家
庭
で
も
菜
園
作
り
に
精
を
出
し

た
。
現
今
で
も
家
庭
菜
園
は
家
庭
の
経

済
の
面
か
ら
も
趣
味
と
し
て
も
捨
て
が

目
本
r
e
g
e
1
1
1
1
i
日
▽
到
着
し
ま
し
た
。

到
瀞
以
来
大
元
気
で
毎
日
労
務
に
は
げ

ん
で
お
り
ま
す
。
私
の
仇
く
農
場
は
果

樹
園
で
今
と
て
も
忙
し
く
、
朝
は
五
時

朝
食
、
六
時
か
ら
仕
事
に
か
、
り
ま
ず

Iい
ま
桃
の
嬰
鰯
で
、
日
本
△
1
1
o
r

メ

キ
シ
コ
人
三
〇
人
で
一
月
に
二
千
箱

位
つ
つ
箱
詰
し
ま
す
。
私
連
の
い
る
キ

ヤ
ン
ブ
は
会
社
で
、
こ
A
に
六
ケ
月
く

ら
い
い
て
そ
れ
か
ら

外
の
農
場
に
か
わ

る
の
だ
そ
う
で
す
が
t
今
は
鹿
児
島
に

公
私
混
同
我
田
引
水
的
で
な
く
相
隈
り

協
力
一
致
盛
り
上
げ
的
に
最
善
の
努
力

を
覚
腰
す
べ
き
秋
で
は
な
い
で
し
よ
う

か
e

ニ
ワ
ト
リ
族
の
猛
威

ト
リ
の
放
し
飼
い
が
大
部
を
な
し
て
い

る
o
こ
れ
は
ど
の
部
落
の
会
合
で
も
再

三
重
要
な
譲
題
と
し
て
討
議
の
対
象
と

な
る
も
の
だ
が
一
向
に
守
ら
れ
な
い
D

「
民
主
主
義
」
は
己
れ
の
自
由
を
拘
束

さ
れ
ず
人
か
ら
迷
惑
を
か
け
ら
れ
な
い

遍
管
委
員
畏
に

　
　
福
園

源
助

氏

選
挙
管
理
委
貝
会
委
員
長
坂
元
左
武
郎

氏
は
一
身
上
の
都
合
で
こ
の
ほ
ど
辞
意

を
表
明
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
九
月

11＋
九
同
z
a
六
回
委
員
会
を
開
き
そ
の

退
職
を
承
認
、
欠
員
に
、
補
充
員
の

川
田
栄
二
氏
を
補
欠
し
た
o
ま
た
，
同

旦
新
し
い
委
員
長
の
選
任
を
行
い
、
委

員
長
に
福
園
源
助
、
委
員
長
職
務
代
理

者
に
有
川
久
三
の
各
氏
を
決
め
た
。

行
つ
た
者
二
〇
名
一
し
よ
に
い
る
の
で

外
国
に
e
る
よ
う
な
瓠
は
し
ま
せ
ん
e

－
”
”
’
e
s
略
」

　
護
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仙
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．
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・
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大
根
占
小
、
営
林
署
が
優
勝

バ
レ

町
体
協
の
主
要
行
事
の
l
つ
と
し
て

残
さ
れ
て
い
た
バ
レ
ー
と
卓
球
の
両

大
会
は
去
る
九
月
二
十
三
日
バ
レ
ー
は

大
根
占
小
学
校
々
庭
で
卓
球
は
同
校
講

堂
で
そ
れ
五
ぐ
町
体
協
行
事
の
最
後
を

飾
り
、
バ
レ
ー
十
八
チ
ー
ム
卓
球
六
チ

ー
ム
及
個
人
二
十
名
の
参
加
を
得
て
華

々
し
い
競
技
を
行
つ
た
。
績
果
は

バ
レ

ー
は
第
一
位
大
根
占
小
、
第
二
位

　
神
川
小
、
第
三
位
大
根
占
一
般
、
第

　
四
位
大
根
占
中
の
順

卓
球
は
第
一
位
営
林
署
A
、
第
二
位
は

　
登
罧
署
B
組
の
順
で
あ
つ
た
。

両
大
会
共
に
例
年
に
比
し
参
加
チ
ー
ム

の
数
も
増
し
技
も
上
り
極
め
て
盛
会
で

あ
つ
た
。
此
の
両
大
会
を
も
つ
て
体
協

［写
真
は
バ
レ
ー
大
小
ヂ
ー
ム
】

1
、
卓
球
大
会
終
る

　
の
主
要
行
事
を
全
部
終
了
し
た
訳
で
あ

　
り
ま
す
が
、
行
事
遂
行
に
当
り
直
接
閲

　
接
に
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
町
民
轡
様

　
方
に
深
く
感
謝
申
上
げ
る
次
第
で
あ
り

　
ま
す
。

縮
川
校
厘
青
年
団

　
　
　
　
新
発
足

　
神
川
校
区
腎
年
団
は
’
昨
年
暮
か
ら

種
々
な
事
情
に
よ
り
解
散
状
態
に
あ
つ

た
が
、
そ
の
後
「
青
年
団
の
団
結
こ
そ

校
区
発
展
の
要
素
で
あ
り
現
状
の
ま
X

推
移
す
る
事
は
地
域
社
会
の
一
大
損
失

だ
」
と
の
一
部
熱
心
な
団
員
の
声
が
あ

り
、
校
区
組
織
の
再
建
が
企
図
さ
れ
つ

1
あ
つ
た
が
、
愈
々
十
月
二
日
そ
の
結

成
大
会
を
行
い
新
役
員
’
行
事
計
固
、

そ
の
他
を
決
定
し
て
新
し
く
門
出
す
る

こ
と

に
成
つ
た
。

〃〃監会書副団
　　事計言己〃長

巌沓蒋籍欝蓉栗

警爵舅畜警爵毒

な
お
、
二
十
九
日
「
豊
祭
大
相
撲
」
を

行
う
こ
と
を
決
め
た
。

世
の
中
に
は
「
ニ
ワ
ト
リ
族
」
の
猛
攻
た
菜
け
ず
気
も
　
て

純
惰
な
る
お
方
も
あ
る
の
で
あ
る
。

願
わ
く
ば
み
な
さ
ん
，
豚
は
豚
小
屋
に

ニ
ワ
ト
リ
は
ニ
ワ
ト
リ
小
屋
に
、
菜
園

は
膏
々
と
ミ
ド
リ
に
、
隣
近
所
平
和
で

な
ご
や
か
と
な
り
ま
し
よ
う
。

選挙管理類
発足10局

九
t
f
i
：
1
　
l
a
e
i
日
－
　
1
　
o
月
一
〇
日

公

10月1日一一　31日’

－
国
民
助
共

け
合
い

同

募

金

運

動

　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
目
標
一
〇
万
三
〇
〇
円

　
　
三
十
年
度
の
共
同
墓
金
は
皆
様
方
の
深
い
御
理
解
と
御
協
ヵ
に
よ

　
　
り
ま
し
て
l
1
＋
一
喜
台
風
の
悪
条
件
に
も
か
A
わ
ら
ず
目
標
額
を

　
　
完
遂
で
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
衷
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
ご
の
暮
金
は
各
種
の
福
祉
施
設
に
配
分
さ
れ
、
未
亡

　
　
　
　
　
　
人
’
身
体
置
轡
者
、
老
人
、
児
窟
等
の
救
済
、
其
の

　
　
　
　
　
　

他
広
く
社
会
福
祉
の
た
め
に
億
用
さ
れ
る
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
本
町
社
会
奉
務
施
殴
に
対
し
て
も
従
来
多
額
の
配
分

　
　
　
　
　
　

を
受
け
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

本
年
も
ま
た
＋
月
l
日
か
ら
1
ケ
月
間
こ
の
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
の
で
皆
様
な
に
か
と
出
費
の
多
い
秋
で
は
あ
り
ま
す
が
e

県
下
各
地
の
福
祉
施
設
に
牧
容
さ
れ
て
い
る
未
亡
人
’
老
人
、
孤
児
等
の

生
活
状
況
を
お
観
察
お
同
傭
下
さ
つ
て
こ
の
運
動
に
御
協
力
お
寄
附
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
h
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
同
募
金
大
根
占
町
分
会
、

身
体
の
不
自
由
な
人
は

み

ん

な
『
身
体
障
害
者
手
帳
』

　
　
　
　
　
　
　
　

の
交
付
を

受
け
ま
し
よ
う

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
身
体
瞳
轡
者
の

更
生
を
援
助
じ
福
祉
を
は
か
る
た
め
’

身
体
障
害
者
福
祉
法
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
手
帳
（
以
下
手
帳
と
い
う
）

の
棄
付
を
受
け
て
い
な
い
人
は
福
祉
の

恩
興
に
あ
つ
か
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

現
在
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は

汽
車
、
汽
船
t
自
動
車
等
の
割
引
、
補

装
具
の
受
給
其
の
他
い
ろ
く
の
恩
興

に
浴
し
て
い
ま
す
。
　
　
・

身
体
の
不
自
由
な
人
で
手
帳
の
焚
付
を

受
㈲
て
い
な
い
人
は
早
目
に
町
役
揚
民

生
係
へ
E
し
出
て
交
付
手
続
を
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
甘
藷
は
必
ず
検
査
を
受
け
て
販
責
し
よ
う

い
も
類
（
甘
曙
、
馬
鈴
碧
。
切
午
甘
賭
）

は
県
条
例
に
よ
つ
て
検
査
を
受
け
て
か

ら
取
引
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
間
家
は
色
別
等
級
荷
札

を
臥
、
麻
袋
に
つ
け
て
検
査
場
所
へ
持

つ
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
等
級
荷

札
は
澱
粉
、
髄
酎
業
者
、
農
協
、
部
落

長
の
と
こ
ろ
で
受
領
し
て
下
さ
い
。

◎
検
査
場
所
（
校
区
別
）

大
根
占
‖
澱
粉
、
焼
酎
工
場
、
塩
屋
二

会主会

　
区
、
河
上
神
社
入
口
、
県
道
石
瀬
戸

神
川
‖
鳥
浜
友
所
、
桑
原
、
神
農
の
各

　
澱
粉
工
場
、
農
協
、
問
酎
工
錫
、
・
皆

倉
、
県
道
堀
切

池
田
W
半
下
石
、
松
坂
、
農
協
支
所
、

大
久
保
、
段
申
野

宿
利
原
‖
農
協
麦
所
、
命
苫
、
文
原
、

　
大
尾
、
落
河
、
笑
喜
、
岩
元

◎
書
曇
蒜
e
e
l
　
1
1
〆
八
8

　
臥
一
三
〆

櫨巽

科
学
博
覧
会

期

十
月

十

鹿
児
島
鴨
池
遊
園
地
一
樽
碗
醐
禰
恥
含
む
）

催

麗
児
島

遮
絡
協
議
会
・
南
日
本
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
南
日
本

　
’
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報町占根

総

工

事

費

一億
四
千
万
円

　　　　　　　　ー
土
地
改
良
区
連
合
会
発
足
す
ー

　　

両
根
占
十
地
改
良
区
遮
合
（
両
根
占
士
地
改
国
区
、
楓
占
酩
川
南
宅
地
脚
露
⑳
遮
合
α
、
…
．

　
　
は
別
項
県
営
事
業
採
択
に
と
も
な
い
九
月
十
二
日
、
結
成
代
隔
員
会
を
開
き
、
定
欺
の
制

　
　
定
、
役
員
の
選
出
等
を
行
い
、
画
期
的
な
県
営
軍
業
を
殻
後
ま
で
貫
徹
遂
行
す
る
こ
と
を

　
　
串
合
せ
た
。
こ
の
工
事
は
県
営
一
億
四
五
〇
〇
万
円
’
団
休
茸
三
〇
〇
〇
万
円
の
ポ
ゥ
大

　
　
な
も
の
で
、
開
発
当
時
か
ら
三
〇
〇
年
’
旧
タ
イ
然
と
し
た
施
撃
根
本
的
に
改
良
し
よ

　
　
う
と
い
う
交
字
ど
お
り
世
紀
の
大
事
藁
で
あ
る
。
以
下
今
日
ま
で
の
経
過
’
　
H
t
a
の
概
賂

　
　窟
介
す
る
。
ち
な
み
に
間
馨
の
賀
ぱ
岡
警
毒
豊
区
か
鼻
竺
2
、
竺

で
曙
翻
鞠
畿
誌
“
礁
巖
諸
翼
。
嚥
緬
騨
醗
籠
語
錨
｝

　
　
熊
の
各
氏
が
就
任
、
顕
事
長
に
は
両
根
占
理
事
長
、
仮
匿
園
栄
吉
、
副
理
輻
長
に
川
南
理
　
・

　
’
事
畏
の
石
原
仲
幽
〔
°
㊧
よ
ぴ
宮
下
清
吉
の
各
氏
が
選
出
さ
れ
た
パ
…
°
…

．

t
．

．

．
．
．
．
－
．
t
，
．
．
－
，
．
　
取
入
口
井
ぜ
き
ば
現
在
両
根
占
、
川
南
別
々
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
一
ケ

パ

経
過
句

両
根
占
、
川
南

両
水
路
と
も
、

約
三
〇
〇
年
以

堕
寛
叉
五
年

島
津
光
久
公
の

時
代
に
開
発
さ

れ
、
そ
の
後
応

急
の
修
復
工
事

な
ど

が
あ
つ
た
だ
け
で
今
日
ま
で
そ
の

ま
ふ
の
姿
で
存
翻
し
て
い
る
。
取
入
口

井
ぜ
き
は
柴
井
ぜ
き
で
あ
つ
た
の
が
昭

和
に
入
つ
て
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
井

ぜ
き

に

改
良
さ
れ
た
が
、
度
々
の
災

害
で
危
険
な
状
態
と
な
り
t
　
f
f
和
l
　
I

＋
七
年
以
来
、
両
町
の
関
係
者
の
間
で

井
ぜ
き
の
根
本
的
な
改
良
と
、
三
〇
〇

年
間
造
ら
れ
た
ま
A
の
用
水
路
徴
修
の

運
鋤
が
続
け
ら
れ
t
本
年
八
月
よ
う
や

く
採
択
さ
れ
る
運
び
と
な
つ
セ
も
の
。

酎工
事
の
概
鰻
露
参
題

　
”
t
－
｛
●
・
｝
－
・
．
－
－
’
●
l
■
’
｝
・
’
t
－
－
e

監
農
な
w
w
で
あ
る
の
で
・
・
し
曇
の
完
了
・
前
後
・
て
開
讐
れ
・

所
と
し
、
現
在
の
両
根
占
井
ぜ
き
よ
り

11CN
Kほ
ど
下
に
新
井
ぜ
き
を
作
り
両

根
占
の
幹
線
水
路
か
ら
、
サ
イ
フ
オ
ン

で
分
水
し
て
川
南
水
路
に
送
る
。
現
在

の
井
ぜ
き
は
両
方
と
も
底
を
洗
わ
れ
、

一
度
び
災
害
で
も
あ
れ
ば
崩
れ
去
る
よ

て
も
根
本
的
な
改
修
が
望
ま
れ
る
わ
け

で
あ
る
。
そ
れ
と
両
改
艮
区
の
幹
線
水

路
を
全
面
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
三
面

張
り
を
行
い
，
水
景
調
節
、
土
砂
の
処

理
な
N
の
た
め
’
各
所
に
放
水
路
を
新

設
、
改
良
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

こ

の
工
事
費
の
当
初
針
圓
で
は
一
億
四

千
五
百
万
円
で
国
庫
補
助
七
二
五
〇
万

　
　
　
　
　
　
　
　
も

円
県
補
助
i
l
l
六
l
l
五
万
円
荊
元
負
担
金

三
六
二
五
万
円
で
あ
る
が
、
現
在
行
わ

れ
、
　
実
施
さ
れ
て
い
る
実
施
測
量
の

結
果
、
多
少
少
く
な
る
も
の
と
み
ら

れ
て
い
る
e
ま
た
地
元
負
担
金
の
中
、

八
割
程
度
は
農
林
申
金
か
ら
五
年
据
置

一
五
ケ
年
の

長
期
借
入
れ
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
団
体
営
の
工
事
は
、
県
営

県
営
で
で
き
な
い
末
端
め
工
事
を
実
施

す
る
。
な
お
現
在
実
施
中
の
測
量
は
十

一
月
中
に
終
り
、
早
げ
れ
ぱ
来
年
か
ら

工
事
聾
暫
手
で
き
る
も
の
と
み
ら
れ
て

お
り
、
曽
工
後
、
三
ケ
年
で
一
応
完
工

す
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
現
在
試
算

．
の
結
果
、
地
元
負
担
は
農
林
中
金
か
ら

の
借
入
れ
が
で
き
る
と
し
て
曝
営
工
亭

s
u
T
l
l
二
八
円
程
度
に
落
っ
く
も
の
こ
み

ら

れ
る
。

震
当
八
三
ハ
円
、
団
体
亨
事
旦

　万
　難
　排
　し
仮て
　完
工

大
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露46号

　先

　進

　地

　覗
察

報

田告
中
記
花

子

麹
幣
魂
諸
曝
聾
題
膳
昆
離
較
独
漂
‥
雑
鰭

行
わ
れ
ま
し
た
。
．
　
　
　
　
　
　
．
　
方
面
に
売
り
出
し
現
金
牧
入
を
計
り
ま

一行
四
十
六
名
各
部
落
の
役
員
で
、
今
た
、
水
の
不
便
な
所
で
電
力
や
ポ
ン
プ

年
は
婦
人
会
と
部
落
公
民
館
が
協
力
し
を
っ
か
っ
て
台
所
に
水
を
5
き
改
轡
を

て
立
涙
な
運
営
を
さ
れ
て
い
る
加
世
田
貯
る
な
ヌ
婦
人
の
意
見
が
＃
重
さ
れ
、

市
塗
貫
校
区
干
河
の
新
田
、
大
原
の
各
大
原
で
は
P
T
A
の
席
上
で
郎
落
の
子

部
落
へ
参
り
肥
胃
牛
’
サ
イ
ロ
台
所
改
弟
の
体
位
が
非
常
に
悪
い
の
に
気
づ
き

善
、
料
理
グ
ル
ー
プ
の
実
麹
を
見
せ
て
体
位
向
上
の
た
め
栄
養
改
善
を
計
る
こ

頂
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
部
落
全
体
の
閥
題
と
し
て
取
り
上

市
街
地
の
近
い
下
鴻
果
の
婦
人
会
の
皆
げ
毎
月
料
理
の
購
習
を
や
つ
て
居
百
れ

出
来
る
も
の
を
利
用
し
鶏
を
飼
つ
て
蛋

白
質
を
得
る
こ
と
を
計
り
余
分
の
卵
は

農
協
を
通
じ
共
同
出
荷
を
や
つ
て
居
ら

れ
る
。
ご
れ
も
部
落
全
体
の
閥
題
と
し

さ
ん
と

は

題
目
で
座
談
会
を
開
き
、
新
田
部
落
で
は
冬
の
内
の
草
刈
り
に
婦
人
が
ひ
じ
よ
う
に
苦
労
を
す
る
の
で
サ
イ
ロ
を
作
り
冬
の
間
の
飼
料
を
こ
れ
に
入
れ
る
、
こ
れ
は
誤
の
奨
勘
も
有
り
補
助
を
得
て

る
。
こ
、
の
公
民
館
で
は
座
談
会
を
開
い
て
下
き
つ
て
　
　
　
の
目
標
と
し
て
、
①
食
事
を
お
い
し
く
た
べ
る
こ
と
、
●
食
事
に
変
化
を
つ
け
る
こ
と
、
⑧
一
日
一
度
は
油
物
を
用
い
る
、
④
蛋
白
質
を
必
ず
と
る
、
⑤
野
菜
を
う
ん
と

て軍り上
げ
ら
れ
て
こ
そ
慶
す
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
部
董
誉
ん
の
墾
’
「
轟
天
会
も
心
を
合
せ
て
に
堅
ゼ
て
自
分
た
ち
の

一

｜
　
‘
　
1
　
」
　
1
1
　
．
‘

・

の
仕
事
も
並
大
て
S
の
こ
と
で
な
く
会

合
も
多
い
の
で
自
分
の
家
の
仕
事
に
は

陸
つ
か
え
る
こ
と
も
多
い
が
前
の
役
員

の
努
力
に
よ
つ
て
こ
の
部
落
が
出
来
上

つ
て
い
る
わ
け
で
叉
次
の
人
々
に
も
や

つ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
自
分
が

や
つ
て
い
る
内
は
幾
分
の
犠
牲
は
当
然

の
こ
と

で
あ
る
と
考
え
一
生
騒
命
や
り

ま
す
と

の
首
葉
に
一
同
大
い
に
感
激
致

し
ま
し
た
。

昼
間
の
予
定
を
終
え
、
夜
は
加
世
田
市

本
町
公
国
館
で
近
く
の
各
婦
人
会
長
さ

ん
、
公
民
館
長
、
主
事
さ
ん
方
三
拾
数

名
の
方
々
の
御
出
席
を
頴
い
座
談
会
を

も
つ
て
頂
き
ま
し
た
。

緒
に
な
つ
て
た
の
し
い
地
嫡
社
会
を
作

る
た
め
努
力
さ
れ
て
い
る
お
賠
が
有
り

会
貝
の
年
令
の
制
隈
が
な
く
七
o
オ
を

　
年
来
の
宿
願
が
叶
へ
ら
れ
て
、
両
町

の
醐
係
者
、
農
民
の
方
々
と
と
も
に
御

同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
、
が
し
か
し
、
困

難
は
む
し
ろ
今
後
に
あ
り
、
文
字
ど
お

り
世
紀
の
大
事
業
で
、
重
責
を
思
う
と

き
身
の
ひ
き
し
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま

す
．
こ
の
上
は
両
町
の
関
係
当
局
、
地

区
民
み
な
ざ
ま
の
全
面
的
御
支
擾
を
仰

ぎ
完
工
に
漕
ぎ
つ
け
ね
ば
な
ら
ん
と
思

い
ま
す
。
両
改
良
区
は
い
つ
れ
も
危
険

な

蔭
量
ら
れ
て
お
り

ま
す
し
、
水
路
も
今
の
ま
ふ
で
は
水
洩

れ
が
甚
だ
し
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
’
と

り
た
て
て
不
目
由
は
感
じ
な
い
よ
う
で

あ
り
ま
ず
が
譲
お
状
況
は
そ
う
い
う

嵐
で
あ
り
ま
す
．
こ
の
雄
川
か
ら
の
水

系
は
鼻
謹
用
水
だ
け
で
な
く
清
防
そ
の

あ
り
ま
ず
。

九
月
二
十
1
日
開
催
さ
れ
た
県
の
食
改

善
体
験
発
表
大
会
で
三
庸
に
入
ら
れ
た

神
田
さ
ん
が
「
病
覇
な
子
供
を
丈
夫
に

し
た
経
験
談
」
を
発
慶
さ
れ
ま
し
た
長

男
が
学
校
の
体
格
検
資
で
要
注
意
と
云

わ
れ
医
者
か
ら
も
学
梗
を
休
む
様
と
診

断
さ
れ
て
び
つ
く
り
し
子
供
を
助
け
た

　　　　　　へ

屋

園

理

事

長

談

柏
の
面
に
も
賞
献
し
て
お
り
、
こ
の
意

味
か
ら

両
町
の
一
般
の
方
々
の
御
憾
力

を
切
望
い
た
し
ま
す
。
伺
に
し
ま
し
て

も
一
億
何
千
万
と
い
う
工
事
で
地
元
の

負
担
識
巨
額
に
遣
し
農
家
の
負
担
も
決

し
て
軽
く
な
い
の
で
す
が
、
三
Q
O
年

前
、
こ
の
地
を
開
発
し
た
先
人
の
辛
労

を
思
い
、
将
来
の
発
展
の
礎
え
と
な
る

も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
た
が
い

に
気
鰻
つ
て
や
り
っ
け
ね
ば
な
ら
ん
と

思
い
ま
ず
．
私
共
は
こ
の
工
奉
を
出
発

点
に
、
将
来
は
区
■
の
整
理
、
鼻
遭
小

水
路
の
改
亭
と
残
さ
れ
た
間
■
百
少
v

な
い
の
で
あ
勤
ま
†
か
ら
農
家
の
経
営

安
定
の
た
め
そ
こ
ま
で
ゃ
E
ば
な
ら

な
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
．
ど
う
か
み

な
さ
ん
の
心が
ら
な
る
栢
披
助
を
お
願

い甲
よ
げ
ま
す
。
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い
l
心
か
ら
偏
食
の
矯
正
と
食
改
善
を

思
い
立
ち
と
う
く
三
四
ケ
月
目
に
は

健
康
を
と
り
も
ど
し
学
蟹
に
も
行
け
る

様
に
な
つ
た
と
の
こ
と
で
子
供
を
も
つ

婦
人
に
と
つ
て
費
N
な
体
験
発
表
で
あ

り
ま
し
た
．

公
民
館
と
婿
人
会
が
一
本
に
な
つ
て
地

域
杜
会
の
た
め
に
働
い
て
唐
ら
れ
先
づ

部
藩
の
商
上
を
計
つ
て
各
個
人
の
向
上

が
あ
O
と
和
合
の
精
神
を
も
つ
て
事
に

羅
経
纏
踊
四
競
甦

し
た
．
各
郎
落
に
も
と
り
入
れ
ら
れ
て

た
の
し
い
勉
塙
社
会
を
作
る
た
め
に
検

立
つ
こ
と

を
砲
借
致
し
ま
す
o

も
つ
己
若
い
氣
持
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
会
．

顯｛

聴
饗

こ

壱
曇
羅
と
焚
会
が
二
畠
凄
覧
会
§
李
名

reえ
た
方曇
の
天
e
ア
季
万
曇
の
感
窒
馨
加
藁

冑
年
団
育
成
や
子
供
会
の
世
話
な
ど
社
i
に
き
い
て
見
軍
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
p
t
J
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参
加
、
爾
曜
地
区
の
婦
人
会
活
鋤
産
業

の
実
■
濠
ど
、
詳
に
探
究
し
多
大
の
成

果
を
牧
め
て
帰
町
さ
れ
ま
し
た
。

員

の

感

想
‖

i
会
l
（
さ
ん

加
世
田
の
欝
人
会
を
見
て
私
の
感
じ
l

ま
k
夢
裂
に
し
ま
す
N
l

1
、
轡
心
を
鎗
天
て
決
つ
た
事
を
婆
1

　
行
し
て
い
ら
れ
る
こ
と

2
、
各
廓
鶏
が
全
部
公
民
館
組
0
に

　
な
o
小
組
倉
婦
人
会
な
N
部
蘂
の

各
■
置
禄
の
横
の
連
絡
が
よ
く
と

　
れ
て
《
を
進
行
し
て
い
ら
れ
る
v

．

今
月箆
欝
ゆ
つ
く
ε
た
舞
で
い
ら
れ
葺
事
ぱ
↑
，
．
璽
，
．

　
ぼ
つ
ぼ
つ
米
の
刈
入
れ
脱
穀
と
’
そ
れ
に
艮
作
鞠
の
収
か
く
、
甘
藷
の
掘

　
　
　
　
　嚢
の
直
響
と
忙
し
い
時
期
に
な
り
”
s
h
’
　
e
o
u
と
り
の

　

り
と
g
r

　
あ
る
時
期
に
今
年
の
秋
冬
作
を
ど
う
す
る
か
、
ゆ
つ
く
り
考
え
て
▽
簾
な

　
比
事
を
進
め
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
．

：TI

　
N
　
；
i

衰
の
胞
鱒
病
や
班
彙
病
は
租
子
か
ら

伝
染
し
ま
す
か
ら
，
ウ
ス
プ
ル
ン
消
毒

風
、
呂
湯
の
浸
法
は
必
す
実
行
し
て
下

さ
S
o
ま
た
牧
か
v
期
に
長
情
に
あ
つ

て
黒
ず
ん
で
S
る
麦
も
あ
る
の
で
’
薗

下
て
r
e
g
m
a
験
違
先
き
で
も
す
る

一

こ
と

が
必
要
で
あ
の
ま
す
“

業

旦
月の農作
業改良普及事務

0
農
i

1

次
に憲
害
は
遅

れ
が
ち
に
な
り
ま

す
か
ら
こ
の
裏
川

分
苗
意
し
て
か
A

嚢
ば
な
o
ま
せ

ん
．
今
隼
は
水
隆

稲
の
早
期
栽
培
が
十
倍
に
も
ひ
ろ
が
0

そ
の
前
作
に
殆
ん
ど
が
早
生
麦
を
希
望

し

て
い
ま

す
が
’
早
生
麦
だ
か
ら
早
く

と

れ
る
と
云
つ
た
軽
い
考
え
で
適
期
を

に
が
す
と
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
、
十
1
月
申
旬
に
は
播
き

　
豚

は

現

　
　
　
　
　

ま

　
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
　
　
　
　

英
国
の
こ
と
わ
ざ

に
「
豚
と
は
現
金

な
り
、
ま
た
、
堆

肥
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が

よ
く
豚
の
特
長
を
云
い
あ
ら
わ
し
て
い

ま
す
。
農
家
の
牧
入
は
牧
か
v
■
の
六

月
r
十
1
月
に
か
た
8
つ
て
お
り
、
枚

入
を
平
均
化
し
、
牧
入
の
少
い
月
に
も

現
金
牧
入
を
得
る
た
め
に
養
豚
ほ
好
適

で
す
”
甘
賭
も
現
錫
で
亮
る
よ
n
’
豚

の
飼
料
と
す
れ
ば
’
　
l
貫
四
o
円
に
も

な
り
ま
す
．
ま
た
矯
膜
肥
の
効
用
は
む

ろ
ん
で
す
が
、
ζ
の
よ
う
に
自
給
飼
料

で
飼
え
ば
一
■
■
髪
利
な
事
謹
⌒
で
す
。

豚
の
食
ぺ
る
よ
う
な
飼
料
作
物
、
レ
ー

ブ
、
京
翼
、
レ
ン
ゲ
、
ザ
ー
王
ッ
ケ

咄紺
遍
ゆ
汲
浪
澱
臓
法
ご

av
M
3
S
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
「

貯
蔵
す
る
前
の
堀
り
と
り
時
期
、
選
別
一

品
枯
が
鰻
も
大
切
で
、
こ
れ
等
を
お
ろ
l

そ
か
一
仁
　
÷
桑
紫
貯
頃
は
貼
せ
ら
れ
ぬ
一

は
●
。
ち
ろ
・
二
．
f
パ
．
・
、
P
ば
ハ
、
ぜ
・
仁
よ

聖、

艀
恒
紅
ぽ
恒
騨
群
些

で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
⌒
搭
】
繧
『

△
直
径
三
尺
、
深
さ
二
尺
五
寸
¢
犬
つ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

j

ぽ
を
堀
τ
e
．
由
し
’
　
w
t
－
4
’
　
H
蛋
V
」
’
）

て
ア
ワ
；
’
；
0
、
㌔
、
’
三
字
ー
プ
を
き

中
心
，
9
N
　
．
　
i
‘
・
L
t
，
t
l
・
t
－
，
　
t
■
F
！
7

一
一、

「一
互
を
S
“
．
’
三
一
゜
・
”
0
禄

七
∨
’
戸
’
：
に
一
．
　
］
∴
　
　
・
’
ご
三
宴

て
く
・
ふ
そ
｝
ゲ
’
　
　
　
”
ユ
r
r
．

に
汀
■
を
’
∴
、
〉
！
三
、
一
一
亨
゜
に

，
二
ぽ
r
．
・
鳴
一
　
　
　
『
　
　
．
　
　
‥
ヂ

墨
■
一
」
て
カ
’
‘
ち
？
．
ズ
蠕
庄
め

イ
讐
の
承
分
プ
●
．
“
’
＆
t
志
“
宝
ノ
に

・
∨
覧
亀
一
二
．
』
、
ス
ε
二
C
」
モ
ヂ
綜

い
6
カ
い
・
●
乙
、
・
野
告
一
工
㌧
こ
こ
N

金

で

あ
り

た

堆

肥

で

あ

る

ン
’
冑
刈
ソ
バ
、
不
断
草
1
な
ど
を
作

0
ま
し
よ
う
。
仔
豚
は
発
育
の
よ
い
c

五
〇
1
六
O
日
で
体
菖
1
1
〆
位
）
胴
の

び
の
よ
い
尻
の
よ
く
張
つ
た
の
を
買
い

ま
し
よ
う
。

　

　
レ
ン
ゲ
の
種
子
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
ロ

今
年
は
レ
ン
ゲ
の
種
子
が
不
足
気
味
で

す
。
そ
の
代
り
に
次
の
よ
う
な
ク
ロ
ー

バ
ー
類
を
播
き
ま
し
よ
う
’

ム
ラ
デ
ク
ロ
パ
ー
‖
刈
取
陵
の
再
生
刀

が
強
ぐ
’
四
1
五
回
刈
る
こ
と
が
出

　
来
、
草
も
良
貢
で
厳
畜
も
よ
く
好
む

△
赤
ク
ロ
ー
バ
・
”
”
m
＄
i
量
は
レ
ン
ゲ
よ

り
多
v
t
s
a
l
M
t
浸
v
’
瀕
耕
ど
同
じ

使
苦
を
し
、
多
量
の
有
機
質
を
残
し

直径三尺の丸壷を深さ＝尺E
寸に掘り下げ底は謬々蠕苗に
して粟ガラ叉は小麦ガラを式
に敷き申心に図ノ噸きスを’
細竹十＝、三本を因に示t　rc
＜下を直径七寸位にさ’，1’・：

まとめてく〉る）ffbそ¢e
童｝に甘驚を積み上げξ．

ー
‖

　
　
　
※

牛

の

濠

行

性

感
冒
’

千
葉
、
神
奈
＝
”
　
t
n
s
”
の
三
頓
に
冤
生
か
ら
す
ぐ

次
第
に
ひ
ろ
が
つ
て
い
ま
す
．
　
　
　
　
共
濟
組
合
診
療
所

か
か
つ
た
牛
は
熱
が
k
v
、
元
気
が
な
　
　
に
ご
連
絡
下
さ
い

醗
響
蟻
鈴
舗
は
饗
．
底
素
ポ
琴
…
三

足

に

は

バ
　
ー
　
類
　
を

　
ま
す
e
四
”
五
回
刈
取
が
で
き
る
。

ム
ク
A
ム
ソ
ン
ク
ロ
ー
’
〈
’
－
n
酸
性
土

　
襲
に
強
く
早
生
糸
で
’
草
丈
二
尺
以

　
上
に
な
り
’
本
県
で
は
梅
雨
前
に
採

　
種
で
き

ま
す
。
本
県
に
最
も
週
し
た

品
種
．

こ
れ
ら

の
種
子
は
p
t
協
B
f
V
世
話
し
ま
す

か
ら
’
至
急
串
込
ん
で
下
さ
S
o

　
3
．
年
と
つ
た
方
も
若
い
人
ど
心
を

　
　
措
天
て
今
の
時
代
に
足
並
を
禄
え

　
　
て
進
ん
で
い
ら
れ
る
。

4
、
中
営
校
を
見
逆
し
て
魅
蓋
￥

　
　
供
も
あ
ん
な
殴
僧
の
皇
つ
た
学
校

　
　
で
勉
強
さ
せ
た
い
と
題
い
ま
し
た

　
帰
つ
た
ら
皆
さ
ん
に
お
ロ
し
し
て
も

　
つ
と
若
い
気
縛
で
立
上
り
た
い
e

会
員
B
さ
ん

　
　
毎
落
鶏
人
会
と
部
落
公
厨
館
と
が

　
　
l
体
と
な
り
一
生
懸
命
活
躍
し
て

　
　
い
ら
つ
し
や
る
　
を
ま
さ
く
と

　
　
つ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
S
と
思
S

　
　
ま
す
’

舎
貝
O
さ
ん

ー
、
ど
の
部
箔
で
も
公
民
館
を
申
心
と

　
し
た
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
。

2
、
部
落
全
体
が
そ
れ
ぐ
の
立
場
か

　
ら
良
く
協
力
し
合
つ
て
い
る
。

3
、
婦
人
会
員
の
年
令
の
弔
が
広
く
検

　
員
も
年
配
の
人
が
多
い
．

4
’
そ
れ
ρ
＼
の
培
控
を
生
か
し
た
グ

　
ル
ー
フ
活
命
万
大
醍
盛
ん
で
あ
る
。

会
員
O
さ
ん

工天
舎
お
量
侯
索
よ
い
と
思
う

亭
は
ヌ
じ
く
馨
に
移
し
年
取
っ

た
会
員
も
若
い
会
員
も
協
力
し
て
運

ワ

営
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
’

鵠鋒
駐
控
熟
錘

い
も
の
だ
抄
に
責
任
を
も
た
し
て
お

ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　
　
も
ぶ
れ
て
　
し
め
る
ガ
　
　
を
に

　
　
保
つ
て
「
地
域
社
会
の
搬
興
発
展

　
　
」
と
い
う
同
一
目
標
に
向
つ
て
そ

　
　
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
協
力
し
つ
つ
あ

　
　
る
。

　
等
で
あ
り
ま
す
。
私
共
は
「
他
山
の

　
石
以
つ
て
玉
を
磨
く
べ
し
」
の
格
賃

　
を
引
用
す
る
ま
で
も
な
く
薪
し
い
感

鴬
ど
信
念
を
以
つ
て
担
顧
化
C
た
実

践
活
動
が
■
爾
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
．

　
　
　
1
作
会
に
入
U

曝
含砲
軍
廟
竈
声
瓢
貧
麟
作
会
に
、
本

町
か
ら
三
卓
゜
°
菜
解
ス
●
じ
た
。

二●
四
石
一
鷺
　
苦
一
一
・
木
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
．
1
ノ
ロ
）

一三
等
赤
石
享
析
〔
w
ば
（
糠
川
）

　
　
肝
属
農
路

　
　
　
　
事
務
競
技
会

農
協
職
頁
の
撃
賢
二
担
麗
の
向
上
を
目

指
し
て
県
農
卿
三
宍
弁
二
は
毎
年
十
月

に
県
下
農
協
の
事
務
担
技
大
会
を
開
催

し
て
い
る
か
紅
買
芭
二
は
去
る
十
月
1

日
塵
屋
市
教
再
会
虻
て
郡
内
二
十
三
農

協
の
選
手
が
填
ご
宇
、
熱
戦
を
展
開
大
根

占
町
●
磁
は
辞
d
：
成
績
第
三
位
の
好
成

績
で
入
質
し
た
．
種
目
別
及
個
人
別
成

績
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一、
軍
目
別
成
績
ハ
選
手
の
、
〔
均
点
に

ょ
り
肇
宜
）

　
　
簿

記

二
等
賞

　
　
法

規

二
繍
賞

　
　
珠
算
［
箏
貧

　
　
加
算
リ
レ
ー
　
三
等
賞

二
、

個
人
別
成
績
（
主
な
る
者
の
み
）

　
賦
算
表
作
成
一
等
賞
　
村
岡
　
弘

　
R
　
　
二
等
賞
大
西
皓

　
耐
久
算
　
　
一
等
賞
　
平
原
洋
子

　
伝
票
算
　
　
二
等
賞
二
田
み
▼
っ
え

◎
な
お
こ
れ
と
肯
、
已
二
さ
∴
準
か
ら
皐
が

初
め
て
実
施
し
芦
農
宗
蔑
コ
貸
q
認
定

試
験
は
県
下
多
露
の
巾
三
－
ら
二
．
名
合
格

看
が
さ
き
に
発
顎
さ
い
＋
た
が
当
餐
協
の

村
圃
弘
職
員
は
初
め
て
合
格
の
栄
冠
を

寝琶
た
。
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